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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

・長根　斑男様～精神状態の不安定さ見られ、日中ホールで過ごされて居る時、唸る行動が時折あります。そのような状態が長時間続くと、他患者様への刺激へと繋がり、他患者様の不穏状態等を誘発させる要因となってしまう事があります。唸る行動が長時間見られる場合は、他患者様との距離を置いて、トラブルとなる事の無い様、落ち着いた環境を提供していきましょう。

· 気候の変化により、嗜好品等の食べ物が傷みやすい時期となりました。食中毒を予防する為、患者様の買物へ付くスタッフは患者様の購入物を確認し、傷みやすい嗜好品に関しては、その日に摂取できる量だけ購入して頂くようにしていきましょう。

　　　また、嗜好品を自己管理されている患者様の中でも、賞味期限を確認せず、摂取しようとしたり、保管場所を忘れてしまう事があります。定期的にチェスト内の状況確認を行っていき、自己管理出来ていない患者様がいた場合は今後カンファレンスで検討し、管理方法や購入方法ついて検討していきます。
患者様の面会時の差し入れに関しても、食中毒予防の為、傷みやすい食べ物に関しては適切な量を持って来て頂くよう、パンフレットを使用し伝えていきましょう。
· 食中毒予防の為、食事前後には患者様にうがい・手洗いの声掛けと促しを行い、実施して頂き、食中毒予防に努めましょう。

＜患者様連絡事項＞

· 橋本　万様…嚥下状態の低下見られる事から、パン禁となりました。

· 小山　正好様…徘徊、他室侵入など依然として続いている事から、抗てんかん剤が　

増量となり、（2Ｔ→3Ｔ　3×ndE　6/20朝～7Ｔ）処方となっています。徘徊の程度など、引き続き観察していきましょう。

· 長根　斑男様…唸り声を出す事や脱衣行為など、不穏状態続いている事から、抗て　

んかん剤が増量となり、（100mg→200mg　朝・夕食後、寝る前　6/19夕～7Ｔ）処方となっています。脱衣行為の有無、唸り声の程度、夜間の睡眠状態を観察していきましょう。

· 大久保　まつゑ様…気管支拡張剤のテープが（2枚/日）7日分処方となっています。　

呼吸状態や喘鳴など観察していきましょう。

· 上田　正男様…咽頭痛訴え聞かれ、湿性咳嗽、鼻汁見られている事から、総合感冒　

薬、抗菌剤が（6/19昼～3日分）処方となっています。発熱、咳嗽、その他風邪症状の観察をしましょう。

· 峰田　満男様…夜間の睡眠不安定さ続いている事から、精神神経用剤1日分処方　

となっています。今晩の睡眠状態を見て、明日、処方検討するという事です。

· 長根　矢一様…左手背からの出血が止まらず、定期薬の血液凝固防止剤を中止して　　

いましたが、明日より、再開となり、来週から定期となります。

· 松田　信夫様…介助への抵抗、日課の拒否など見られ、臨時薬処方となっていまし　

たが、精神状態安定した為、明日より定期となります。

※本日は職員旅行の為、連絡事項のみとしています。　







